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〜偉人の言葉〜 

Learn from yesterday, live for 
today, hope for tomorrow. The 
important thing is not to stop 
questioning.  

- Albert Einstein 

 

物理･英語の授業-OIST 学院生が連携 Thermodynamics 
 

 

 

熱力学の不思議を手に取り理解 
高校の物理の授業で取り扱う単元である thermodynamics「熱力学」に焦点を当てられた。OIST 院生と物理・英語担当

教諭の連携により実現した取り組み。学院生が高校生の興味関心に適した実験やデモンストレーションを実施。 

ハンドボイラーの不思議な現象 
授業では、手に持って温めることで液体が気体に変化し、そのことで生じる圧力変化で液体が上昇し、気泡が発生するハンド

ボイラーの原理が紹介された。この実験を通して、低温でも気化する物質の性質について理解を深めて、ユニークな現象を引き

起こすことが分かった。実用的な応用事例として、香水の香りの仕組みが紹介され、生徒は興味津々だった。 

スターリングエンジンのサイクル 

また、スターリングエンジンのサイクルについても紹介された。エンジンの 4 つの段階にわたる動きや、熱エネルギーの変換が具

体的に説明され、生徒は実際にスターリングエンジンに触れて、興味津々でその仕組みを追った。実用的な応用事例として、

太陽光を熱源としたスターリングエンジンの活用例なども紹介された。 

 

科学の気づき、学びへの広がり 

 

 

 

 

 

 

 

物理の授業を英語で受けるという試みに挑戦して、生徒達が抱いた気づき

は、物理の法則は言語の壁を越えると実感し、より深い理解が生まれた。 

 

授業内容に対する感想 

香水の揮発性に関する実験では、「香水は時間とともに香りが変わること」

や「揮発性の違いが香りの段階的な放出に影響すること」が興味深かった。 

英語での授業への挑戦 

英語での物理授業に戸惑いつつも、OIST 学院生のゆっくりとした説明や

図解、Terms List によって、理解が進んだと感じた。また、リスニングスキルの

向上や新しい単語の獲得を通じて、英語力向上への意欲も高まった。 

異文化交流から得た気づき 

生徒たちは OIST からの学院生の方々との交流を通じて、研究や学問の

面白さに触れることができ、物理法則は万国共通と気づいた。また、今後は、

他の分野での英語授業や、異なる視点からのアプローチにも興味を示した。 

学びの広がりと将来への期待 

物理の授業を通して、生徒たちは科学の奥深さを味わい、英語を通じた異文化

交流から新たな視点を得ることができた。これからも多様な学びの機会と、学内

外のコミュニティが一層交流し、刺激し合う場となることを期待している。 

 


